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新エネルギー
企業リポート◇ ◇

YKK AP
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
を

採
用
し
た
Ｂ
Ｉ
Ｐ
Ｖ
を
開
発
中

内
窓
仕
様
で
室
内
断
熱
性
・

遮
音
性
・
景
観
保
持
な
ど

複
数
メ
リ
ッ
ト
獲
得
目
指
す

Ｙ
Ｋ
Ｋ

Ａ
Ｐ
は
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現

に
向
け
た
新
規
事
業
と
し

て
、
関
電
工
と
業
務
提
携

し
、
ビ
ル
の
窓
や
壁
面
を

活
用
す
る
建
材
一
体
型
太

陽
光
発
電
（
Ｂ
Ｉ
Ｐ
Ｖ
）

の
開
発
を
進
め
て
い
る
。

同
社
は
窓
や
ド
ア
、
カ

ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
、
エ
ク

ス
テ
リ
ア
商
品
と
い
っ
た

様
々
な
建
築
用
工
業
製
品

を
手
掛
け
る
が
、
Ｂ
Ｉ
Ｐ

Ｖ
の
第
一
弾
と
し
て
製
品

化
を
検
討
し
て
い
る
の
は
、

発
電
す
る
「
内
窓
」
だ
。
内

窓
は
既
存
の
窓
に
取
り
つ
け

て
二
重
窓
に
リ
フ
ォ
ー
ム
す

る
も
の
で
、
断
熱
性
を
高

め
、
遮
音
の
効
果
も
あ
る
。

Ｙ
Ｋ
Ｋ

Ａ
Ｐ
新
規
事
業

開
拓
部
長
の
中
谷
卓
也
氏
は

「
脱
炭
素
化
で
主
力
電
源
と

な
る
太
陽
光
発
電
は
、
適
地

設
置
す
る
の
が
最
も
合
理
的

だ
。
屋
内
は
太
陽
電
池
の
耐

久
性
・
耐
候
性
も
上
が
り
、

ビ
ル
の
外
観
デ
ザ
イ
ン
、
ひ

い
て
は
都
市
景
観
へ
の
影
響

ュ
ア
に
見
立
て
て
実
施
し

た
。
実
証
ハ
ウ
ス
の
窓
部

に
、
透
過
性
の
あ
る
ガ
ラ
ス

陽
電
池
の
発
電
と
合
わ
せ

て
、
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
の

自
家
消
費
率
は
約
８
割
に
達

し
、
十
分
な
発
電
量
が
確
保

で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

な
お
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽

電
池
に
つ
い
て
は
、
曇
天
時

に
発
電
効
率
が
急
落
し
な
い

と
い
う
特
徴
も
改
め
て
実
証

さ
れ
た
。

ま
た
東
京
・
臨
海
副
都
心

の
青
海
地
区
に
あ
る
テ
レ
コ

ム
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
は
、
１
９

９
０
年
代
頃
ま
で
多
く
の
ビ

ル
の
ガ
ラ
ス
に
採
用
さ
れ
て

き
た
熱
線
反
射
ガ
ラ
ス
（
ミ
ラ

ー
ガ
ラ
ス
）
を
使
用
し
た
オ
フ

ィ
ス
ビ
ル
に
対
し
て
、
内
窓
に

よ
る
発
電
検
証
を
行
っ
て
い
る
。

越
し
で
の
発
電
量
を
計
測
し

て
い
る
。
ま
た
リ
サ
イ
ク
ル

ガ
ラ
ス
の
カ
レ
ッ
ト
を
フ
ラ

ッ
プ
パ
ネ
ル
の
手
前
に
敷

き
、
雪
上
の
よ
う
な
反
射
光

を
再
現
す
る
こ
と
で
、
発
電

効
率
を
上
昇
さ
せ
る
手
法
も

併
せ
て
検
証
し
て
い
る
。

Ｂ
Ｉ
Ｐ
Ｖ
の
課
題
と
目
さ

れ
て
い
た
の
は
、
設
置
よ
り

む
し
ろ
修
理
や
取
り
外
し
時

の
困
難
さ
だ
。
同
時
に
内
窓

タ
イ
プ
の
太
陽
電
池
は
、
導

入
し
て
も
ビ
ル
の
外
観
を
崩

さ
ず
、
周
辺
の
景
観
に
も
配

慮
で
き
る
と
い
う
利
点
も
あ

る
。
Ｙ
Ｋ
Ｋ

Ａ
Ｐ
の
「
発

電
す
る
『
内
窓
』」
は
導
入

に
よ
り
、「
省
エ
ネ
」「
遮

発
電
す
る
こ
と
で
、
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
向
上
に
も
な

る
」
と
い
う
。

Ｙ
Ｋ
Ｋ

Ａ
Ｐ
は
現

在
、
実
証
実
験
を
通
じ
、

発
電
デ
ー
タ
な
ど
を
取
得

し
て
内
窓
タ
イ
プ
の
Ｂ
Ｉ

Ｐ
Ｖ
の
有
効
性
を
検
証
し

て
い
る
。
昨
年
秋
葉
原
駅

前
で
行
わ
れ
た
実
証
実
験

で
は
、
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ

ス
を
既
存
ビ
ル
の
ミ
ニ
チ

こ
ち
ら
は
ガ
ラ

ス
型
で
は
な
く
、

フ
ィ
ル
ム
型
ペ
ロ

ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽

電
池
を
内
窓
の
下

端
に
フ
ラ
ッ
プ
パ

ネ
ル
で
装
着
し
、

熱
線
反
射
ガ
ラ
ス

を
語
る
。

同
社
の
調
べ
で
は
、
国
内

の
既
設
ビ
ル
に
は
カ
ー
テ
ン

ウ
ォ
ー
ル
が
約
５
２
０
０
万

平
方
㍍
存
在
す
る
。
仮
に
１

平
方
㍍
当
た
り
１
０
０
㍗
発

電
す
れ
ば
５
・
２
㌐
㍗
の
発

電
量
が
想
定
で
き
る
。
中
谷

氏
は
「
窓
は
新
た
な
太
陽
光

発
電
の
設
置
箇
所
と
し
て
か

な
り
の
設
置
面
積
が
見
込
め

る
た
め
、
内
窓
タ
イ
プ
の
Ｂ

Ｉ
Ｐ
Ｖ
は
脱
炭
素
化
に
大
き

く
貢
献
で
き
る
」
と
し
、
ま

た
「
加
え
て
古
い
オ
フ
ィ
ス

ビ
ル
の
多
く
が
一
重
窓
の
た

め
、
内
窓
の
断
熱
性
に
よ
り

も
少
な
い
」
と
内
窓

を
用
い
る
メ
リ
ッ
ト

が
減
少
し
屋
根

設
置
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。
都

市
部
の
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
な
ど
で

は
屋
上
に
設
置

面
積
が
少
な
く

壁
面
な
ど
へ
の

垂
直
設
置
が
検

討
さ
れ
て
い
る

が
、
施
工
性
・

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

性
か
ら
も
、
建

物
の
内
側
か
ら

実証実験ハウス「Akiba ZERO BOX」内観
（提供：YKK AP）

「Akiba ZERO BOX」実証の様子。JR秋葉原
駅前広場に設置され、発電電力は千代田区
の情報を発信するハウスの維持・運営に必
要な電力として自給した（提供：YKK AP）

東京・お台場のテレコムセンタービルでの
BIPV実装検証の様子（提供：YKK AP）

オーダーメイドPV開発サービスの
活用例（提供：エクソル）

テレコムセンタービルでの実装検証では、フィルム型ペロブスカイト
太陽電池を用いたBIPVを内窓として用いている（提供：YKK AP）

YKK AP新規事業開拓部長・
中谷卓也氏

RDo代表・境内行仁氏

非
Ｆ
Ｉ
Ｔ
再
エ
ネ
市
場
活
性
化
念
頭
に

Ｐ
Ｐ
Ａ
用
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
太
陽
光

開
発
サ
ー
ビ
ス
を
訴
求
強
化

エ
ク
ソ
ル

る
。エ

ク
ソ
ル
が
電
力
エ
リ
ア

見
込
め
る
。
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

は
１
案
件
ご
と
か
ら
参
加
で

き
、
販
売
先
も
エ
ク
ソ
ル
に

よ
り
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
れ
る
。

エ
ク
ソ
ル
は
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
Ｐ
Ｖ
開
発
サ
ー
ビ
ス
に

よ
り
、
Ｎ
ｏ
ｎ
‐
Ｆ
Ｉ
Ｔ
市

場
で
潜
在
す
る
販
路
を
活
性

化
す
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く

の
電
力
需
要
家
へ
の
太
陽
光

発
電
に
よ
る
再
エ
ネ
電
力
の

供
給
を
実
現
し
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
へ
の
貢

ご
と
に
必
要
な
電
力
量
に
合

わ
せ
た
太
陽
光
発
電
所
を
開

発
し
、
オ
フ
サ
イ
ト
フ
ィ
ジ

カ
ル
Ｐ
Ｐ
Ａ
で
電
力
を
供
給

す
る
。
低
圧
を
中
心
に
新
規

で
複
数
を
建
設
し
、
集
約
し

て
契
約
な
ど
の
窓
口
と
な

る
。
Ｏ
＆
Ｍ
業
務
も
担
う
。

電
力
需
要
家
も
し
く
は
小

売
電
気
事
業
者
が
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
先
と
な
る
。
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
は
、
電
力
需
要
家

な
ら
全
国
で
エ
リ
ア
を
ま
た

い
で
店
舗
・
施
設
な
ど
を
運

営
し
て
い
て
、
い
わ
ゆ
る

「
生
」
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
必
要
と
す
る
場
合
な

ど
に
、
調
達
を
一
括
で
エ
ク

ソ
ル
に
依
頼
で
き
る
点
が
あ

る
。
小
売
電
気
事
業
者
も
同

様
に
各
エ
リ
ア
に
自
社
で
再

エ
ネ
電
源
を
開
発
す
る
手
間

が
省
け
る
ほ
か
、
Ｐ
Ｐ
Ａ
の

た
め
太
陽
光
発
電
所
を
所
有

す
る
こ
と
な
く
、
か
つ
Ｏ
＆

Ｍ
も
エ
ク
ソ
ル
に
任
せ
ら
れ

る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

な
お
エ
ク
ソ
ル
に
よ
れ

ば
、
同
サ
ー
ビ
ス
は
協
力
す

る
発
電
事
業
者
と
デ
ベ
ロ
ッ

パ
ー
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
発
電
事
業
者
は
、
エ
リ

ア
に
も
よ
る
が
Ｆ
Ｉ
Ｔ
よ
り

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
の
設
計
・
建
設
・
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
を
全
国
で

提
供
す
る
エ
ク
ソ
ル

（
東
京
都
港
区
）
は
、

そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
用
し
た
「
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
Ｐ
Ｖ
開
発
サ
ー

ビ
ス
」
を
提
案
し
て
い

条
件
の
よ
い
売
電
単
価
と

な
り
、
自
家
消
費
率
の
ル

ー
ル
が
な
く
全
量
売
電
が

献
を
目
指
す
考
え

だ
。

室
内
環
境
を
改
善
し
、
建
築

物
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に

繋
が
る
。
さ
ら
に
建
物
内
で

型
の
ペ
ロ
ブ
ス
カ

イ
ト
太
陽
電
池
を

用
い
た
内
窓
を
実

装
。
透
過
率
は
40

㌫
だ
が
、
採
光
や

眺
望
に
支
障
が
出

る
ほ
ど
で
は
な
い
。

内
窓
式
ペ
ロ
ブ

ス
カ
イ
ト
太
陽
電

池
の
設
置
面
積
は

17
・
28
平
方
㍍
。

屋
根
部
に
置
か
れ

た
９
・
80
平
方
㍍

の
シ
リ
コ
ン
型
太

音
」「
創
エ
ネ
」

「
景
観
配
慮
」

「
健
康
経
営
」

と
、
脱
炭
素
化

だ
け
で
な
く
多

岐
に
わ
た
る
持

続
可
能
な
社
会

へ
の
貢
献
が
期

待
で
き
る
。

な
お
Ｙ
Ｋ
Ｋ

Ａ
Ｐ
は
建
材
事

業
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
用
し
て
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル
に

加
え
、
将
来
的

に
は
マ
ン
シ
ョ

ン
、
工
場
、
戸
建

て
、
農
業
ハ
ウ
ス

向
け
な
ど
、
幅
広

く
Ｂ
Ｉ
Ｐ
Ｖ
を
展

開
す
る
構
え
だ
。

（
一
社
）
日
本

再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
地
域
資

源
開
発
機
構

取
り
組
み

注
目
の

企
業
サ
ス
テ
ナ
情
報
開
示

「
２
０
２
６
年
問
題
」に
対
応

中
小
企
業
の
Ｇ
Ｘ

後
押
し
す
る

協
議
会
設
立
目
指
す

２
０
２
７
年
か
ら
東
京
証

券
取
引
所
プ
ラ
イ
ム
市
場
に

上
場
す
る
時
価
総
額
３
兆
円

以
上
の
企
業
に
対
し
、
ス
コ

ー
プ
３
を
含
め
た
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
情
報
の
開
示
が
義

務
化
さ
れ
る
。
な
お
28
年
に

は
同
１
兆
円
以
上
が
対
象
と

な
り
、
約
２
０
０
社
に
拡
大

す
る
。

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
対
応

と
し
て
調
達
先
に
脱
炭
素
化

の
圧
力
が
高
ま
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
そ
の
多
く
を
占
め

る
中
小
企
業
が
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
投
資
の
ハ
ー
ド
ル

を
ど
う
越
え
る
か
が
喫
緊
の

課
題
と
な
る
。

一
般
社
団
法
人
日
本
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
域
資
源

開
発
機
構
（
Ｒ
Ｄ
ｏ
）
は
、
電

気
代
以
下
の
支
払
い
で
自
家

消
費
型
太
陽
光
を
自
社
所
有

で
き
る
「
Ｒ
ｏ
ｏ
ｆ

Ｐ
ｌ
ｕ

ｓ
」
に
よ
り
、
中
小
企
業
の
資

産
形
成
を
支
援
し
て
い
る
。
ま

た
地
域
金
融
機
関
と
連
携
し
、

Ｅ
Ｓ
Ｇ
融
資
を
通
じ
て
再
エ

進
め
ら
れ
て
も
約
１
５

０
万
社
の
中
小
・
零
細

は
取
り
残
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
層
の
脱
炭
素

化
を
進
め
な
け
れ
ば
日

本
全
体
の
Ｇ
Ｘ
は
完
成

し
な
い
」
と
強
調
す

る
。
そ
こ
で
境
内
氏

は
、
地
域
金
融
機
関
が
Ｒ
ｏ

ｏ
ｆ

Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
を
「
自
ら
の

Ｇ
Ｘ
提
案
メ
ニ
ュ
ー
」
と
し

て
活
用
し
、
取
引
先
中
小
企

業
へ
紹
介
す
る
こ
と
を
提
案

す
る
。
リ
ー
ス
会
社
が
同
案

件
の
バ
ッ
ク
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

を
地
域
金
融
か
ら
受
け
る
こ

と
で
Ｅ
Ｓ
Ｇ
融
資
を
拡
大
で

き
、
施
工
を
地
元
Ｅ
Ｐ
Ｃ
に

委
ね
れ
ば
、
地
域
内
で
設
備

投
資
・
利
息
・
工
事
費
・
手

数
料
が
循
環
す
る
地
域
資
金

循
環
モ
デ
ル
が
構
築
さ
れ
る
。

設
立
を
呼
び
掛
け
る
協
議

会
は
、
こ
う
し
た
ス
キ
ー
ム
を

Ｒ
Ｄ
ｏ
が
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス

と
し
て
支
え
る
た
め
の
共
同

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
だ
。
再
エ

ネ
導
入
案
件
を
金
融
的
に
定

量
評
価
で
き
る
人
材
は
不
足

し
て
お
り
、
Ｒ
Ｄ
ｏ
が
評
価
モ

デ
ル
と
案
件
審
査
を
提
供
し

つ
つ
、
地
域
金
融
・
Ｅ
Ｐ
Ｃ
向

け
の
人
材
育
成
も
進
め
る
。
２

０
２
６
年
度
ま
で
に
地
方
銀

行
１
０
０
行
と
の
連
携
を
目

指
し
、
地
域
金
融
の
Ｇ
Ｘ
推
進

力
を
底
上
げ
す
る
。

境
内
氏
は
協
議
会
に
よ
り

「
将
来
的
に
は
Ｒ
ｏ
ｏ
ｆ

Ｐ
ｌ

ｕ
ｓ
で
培
っ
た
仕
組
み
を
中

堅
企
業
向
け
Ｐ
Ｐ
Ａ
や
地
域

Ｅ
Ｐ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
高

度
化
に
広
げ
、
地
域
金
融
と
と

も
に
持
続
可
能
な
Ｇ
Ｘ
エ
コ

シ
ス
テ
ム
を
築
き
、
日
本
の
地

域
産
業
を
『
再
エ
ネ
で
自
立
で

き

る

経

済

圏
』
へ
と
転

換
し
た
い
」

と
意
気
込
む
。

ネ
導
入
と
地
域
資
金
循
環
を

同
時
に
実
現
す
る
「
地
域
金
融

Ｇ
Ｘ
協
議
会
（
仮
称
）」
の
設

立
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

Ｒ
ｏ
ｏ
ｆ

Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
は

初
期
費
用
ゼ
ロ
で
太
陽
光
発

電
設
備
を
設
置
で
き
る
ス
キ

ー
ム
で
、
信
用
力
や
規
模
の

制
約
か
ら
一
般
的
な
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
Ｐ
Ｐ
Ａ
の
基
準
を
満

た
さ
な
い
中
小
企
業
で
も
導

入
可
能
な
設
計
と
し
た
。
導

入
企
業
は
15
年
の
長
期
割
賦

契
約
を
ス
キ
ー
ム
に
参
画
す

る
リ
ー
ス
会
社
と
締
結
し
、

そ
の
裏
付
け
と
な
る
案
件
評

価
と
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を

Ｒ
Ｄ
ｏ
が
担
う
。
具
体
的
に

は
発
電
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

や
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
節
税
効

果
、
電
力
上
昇
率
、
将
来
の

突
発
コ
ス
ト
回
避
コ
ス
ト
な

ど
を
定
量
的
に
分
析
し
、
経

済
性
と
信
用
面
で
客
観
的
な

判
断
基
準
を
提
示
。
リ
ー
ス

会
社
に
よ
る
リ
ス
ク
管
理
を

補
完
す
る
。

代
表
の
境
内
行
仁
氏
は

「
Ｐ
Ｐ
Ａ
は
一
定
規
模
と
与
信

が
前
提
と
な
り
、
大
企
業
は




